
産
学
官
が
連
携
し
た
森
林
整
備
を
実
施

本
植
樹
す
る
と
と
も
に
、
ノ
ウ
サ
ギ

0
0

月

日
（
土
）
、
雷
別
国
有
林(

根
釧

等
の
野
生
生
物
か
ら
植
栽
木
を
保
護
す
る

9

15

部
森
林
管
理
署

林
班
／
標
茶
町
雷

た
め
、
保
護
管
（
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）

2
9
3

別)

で
、
産
学
官
が
連
携
し
た

活

で
被
覆
し
ま
し
た
。

C
S
R

動
の
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
は
笹
根
や
根
株
が
多
く
、
苗
木
を

こ
の
取
組
み
は
、
札
幌
市
に
支
店
を
お

植
え
る
穴
掘
り
等
に
、
ご
苦
労
を
お
か
け

く
企
業
が
、
こ
れ
ま
で
主
に
道
央
で
実
施

し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
秋

し
て
き
た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
、
平

晴
れ
の
自
然
再
生
事
業
地
で
、
心
地
よ
い

成

年
度
か
ら
「
雷
別
地
区
自
然
再
生
事

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

29
業
地
」
で
、
企
業
・
高
専
・
当
セ
ン
タ
ー

参
加
者
か
ら
は
、
「
学
生
と
と
も
に
、

が
連
携
し
て
、
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
る

社
会
貢
献
活
動
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
が

も
の
で
す
。

過
ご
せ
ま
し
た
。
」
や
「
植
栽
木
の
成
長

年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
笹
地

で

が
楽
し
み
で
す
。
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま

2

11

ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ハ
ル
ニ
レ
を

し
た
。

2▽集合写真

▽植樹の様子▽保護管を被覆する様子

▽植樹指導の様子

発行日
平成30年10月5日第136号
林野庁 北海道森林管理局

釧路湿原森林ふれあい推進センター



ア
イ
ス
の
棒
が
大
人
気

は
、
日
替
わ
り
で
参
加
し
ま
し
た
。

雄
大
な
カ
ラ
マ
ツ
林
を
実
感

月

・

日(

土
・
日)

、
白
糠
町
の
ハ
ミ
ン

当
セ
ン
タ
ー
は

日
（
日
）
に
、
カ
ラ
マ
ツ
や

月

日
（
水
）
、
京
都
大
学
等
の
学
生
が
、

9

1

2

2

9

5

グ
ロ
ー
ド
で
、
第

回
「
し
ら
ぬ
か
カ
ミ
ン
グ
パ

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
、
木
の
輪
切
り
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

26

ラ
ダ
イ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
の
棒
等
で
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
を
行

こ
れ
は
京
都
大
学
と
北
海
道
大
学
が
、
北
海
道

こ
の
催
し
は
、
町
民
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地

い
ま
し
た
。

研
究
林
標
茶
区
（
京
都
大
学
）
及
び
厚
岸
臨
海
実

か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
る
人
気
の
お
祭
り

参
加
者
は
、
見
本
を
参
考
に
デ
ザ
イ
ン
や
バ
ラ

験
所
（
北
海
道
大
学
）
を
拠
点
と
し
て
、
上
流
の

で
、
同
町
の
商
店
街
通
り
（
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
）

ン
ス
を
考
え
、
材
料
を
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
白

森
林
と
厚
岸
湖
・
厚
岸
湾
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を

を

日
間
閉
鎖
し
て
歩
行
者
天
国
と
し
、
町
民
に

糠
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ア
イ
ス
の
棒
を
用
い
た

つ
な
ぐ
別
寒
辺
牛
川
を
対
象
と
し
て
、
森
林
植
生

2
よ
る
露
天
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
竹
馬
や
フ
ラ

木
工
ク
ラ
フ
ト
が
大
人
気
で
し
た
。

・
水
生
生
物
・
土
壌
・
堆
積
物
等
に
係
る
実
習
を

フ
ー
プ
等
の
昔
の
遊
び
や
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

当
日
は
秋
晴
れ
の
暖
か
い
一
日
と
な
り
、
家
族

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
パ
イ
ロ
ッ
ト

ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

連
れ
や
友
達
同
士
等
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、

フ
ォ
レ
ス
ト
」
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
白
糠
町
緑
化
推
進
委
員
会
が
、
木
育
推

終
了
を
予
定
し
て
い
た

時
を
大
幅
に
超
え
て
、

当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る
と

13

進
の
一
環
と
し
て
ブ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、
そ
の

「
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
終
了
間
際
ま
で
、
木

と
も
に
、
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
」
造
成
時

一
角
に
釧
路
総
合
振
興
局
森
林
室
と
当
セ
ン
タ
ー

工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

の
様
子
を
記
録
し
た

の
視
聴
や
当
時
使
用

D
V
D

し
て
い
た
機
械
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
望
楼

へ
移
動
し
、
造
成
か
ら
60

年
を
経
た
カ
ラ
マ
ツ
林
を

眺
望
し
ま
し
た
。

当
日
は
時
折
、
雨
が
降

る
悪
天
で
し
た
が
、
学
生

か
ら
は
「
見
渡
す
限
り
の

カ
ラ
マ
ツ
林
が
、
雄
大
で

し
た
。
」
や
「
望
楼
か
ら
カ

ラ
マ
ツ
林
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
感
動
し
ま
し
た
。

天
気
の
良
い
時
に
ま
た
、

見
に
来
た
い
で
す
。
」
等
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

▽会場の様子

▽アイスの棒で木工クラフト

▽DVDを視聴する学生の様子



専
門
的
な
解
説
を
堪
能

た
だ
く
等
、
専
門
的
な
説
明
と
併
せ
て
、
会
員
か

月

日
（
水
）
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

ら
の
質
問
に
も
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

9

12

し
て
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
に
取
組
む
ボ
ラ
ン

会
員
か
ら
は
、
「
今
後
の
森
林
づ
く
り
活
動
に

テ
ィ
ア
団
体
、
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
が
、

参
考
と
な
る
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

今
年
度
第

回
目
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
」
や
「
釧
路
川
源
流
部

3

今
回
は
、
「
玉
川
大
学
北
海
道
弟
子
屈
農
場
」

の
貴
重
な
森
林
の
散
策
と
専
門
的
な
解
説
を
聞
く

（
弟
子
屈
町
美
留
和
）
を
訪
ね
、
釧
路
川
源
流
部

こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
」
等
の
感

に
位
置
す
る
同
大
学
研
究
林
で
、
講
師
を
お
招
き

想
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で
自
動
撮
影
調
査

し
て
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

和
琴
野
営
場
で
の
昼
食
の
後
、
午
後
か
ら
は
「
ハ

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

当
日
は
、
同
大
学
美
留
和
晴
耕
塾
の
ご
担
当
者

イ
ラ
ン
ド
小
清
水

」
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

国
有
林
で
、
野
生
生
物
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る

7
2
5

か
ら
、
当
該
施
設
や
研
究
林
の
概
要
を
始
め
と
し

・
知
床
連
山
・
屈
斜
路
湖
・
川
湯
硫
黄
山
・
和
琴

た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

て
、
地
勢
や
動
物
・
植
生
等
に
つ
い
て
、
現
地
を

半
島
等
、
左
右
お
よ
そ

度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

こ
の
調
査
は
、
森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所

3
0
0

散
策
し
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
眺
望
し
、
釧
路
川
源
流
地
域
を
堪
能
し
た
一
日

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
例
年
、

月
7

ま
た
、
解
説
の
際
は
、
国
外
の
も
の
を
例
示
い

と
な
り
ま
し
た
。

と

月
の

回
、
自
動
撮

9

2

影
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
中

・
大
型
ほ
乳
類
等
を
撮
影

し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

今
回
の

月
期
の
調
査

9

は
、

日
～

日
ま
で
の

3

26

日
間
を
予
定
し
て
お

24り
、
赤
外
線
に
反
応
し
て

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
撮
影
カ
メ
ラ

台
6

を
、
林
道
沿
い
に
設
置
し

ま
し
た
。

調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
ま
と
ま
り
次
第
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ヒグマの解説を聞く会員の様子

▽地勢の解説を聞く会員の様子

▽植物の解説を聞く会員の様子
▽タヌキ（30年 7月）

▽エゾシカ（30年 7月）



夏
の
学
校
林
活
動

月

日
（
木
）
、
標
茶
町
立
中
茶
安

8

23

別
小
中
学
校
の
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト

（
学
校
林
）
」
で
、
「
夏
の
学
校
林
活
動
」

が
開
催
さ
れ
、
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
と

当
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
活
動
を
支
援

し
ま
し
た
。

今
回
の
学
校
林
活
動
は
、
森
林
が
野
生

生
物
の
生
息
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
自
分
や
地

域
と
自
然
・
森
林
と
の
つ
な
が
り
を
考
え

て
も
ら
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
虫
や

生
き
物
を
探
す
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
森
林
管
理
署
の
担
当
者

が
、
ゲ
ー
ム
の
仕
方
や
虫
の
探
し
方
を
説

明
し
、
そ
の
後
、
小
学

～

年
生
と
先

1

6

生
が

班
に
分
か
れ
、
虫
探
し
が
ス
タ
ー

3

ト
し
ま
し
た
。

各
班
は
、
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト
」

の
遊
歩
道
や
笹
地
・
水
辺
・
遊
歩
道
等

で
、
虫
や
生
き
物
を
探
す
と
と
も
に
、
見

つ
け
た
も
の
を
記
録
し
「
見
つ
け
た
場
所

ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
」
で
、
何
列
ビ
ン
ゴ
で
き

る
か
、
競
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
蒸
し
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
向
秋
の
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト
」

に
、
児
童
と
先
生
の
歓
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。

▽水辺の生き物の解説の様子

▽土の中の生き物を探す様子

▽見つけた生き物を記録する様子

▽担当者による説明の様子

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター
〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11号
【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
【E-mail】h_kushiro_f@maff.go.jp
【URL】http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、
森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。


